
【はじめに】転移性膵腫瘍は比較的稀な疾患で、全膵腫瘍

中の 2％以下と報告されている。今回我々は、腹部超音波
検査が診断の一助となった転移性膵腫瘍を経験したので報

告する。【症例】60代、女性。既往歴：子宮平滑筋肉腫
（3年前）、術後化学療法を実施している。現病歴：前医
で胃がん検診の精査目的で実施した上部消化管内視鏡検査

にて胃外圧排所見を認めた。胃粘膜下腫瘍が疑われ精査加

療のため当院紹介受診となった。スクリーニング目的の腹

部造影 CTで膵体部に比較的造影効果が強く内部に壊死性
変化を伴う腫瘤を認め、精査のためその他の画像検査およ

び病理組織検査を実施した。【結果】腹部超音波検査では

膵体部に 2か所、42×32mmと径 8mmの充実性腫瘍を認め
た。腫瘍は類円形、輪郭は明瞭で整、内部は極めて低エコ

ーで最大腫瘍では中心部に等エコー域を認めた。カラード

プラでは腫瘍内の一部に血流シグナルを認めた。腫瘍外所

見として尾側主膵管の一部で軽度拡張と、脾静脈の圧排像

を認めた。また、左腎下極皮質内にも径 10mmの境界明瞭
で平滑、内部低エコーの腫瘍を認めた。超音波内視鏡では

腫瘍と胃壁第 4層との連続性はなく、膵体部に圧排性発育
を示す充実性腫瘍を認めた。MRIでは膵体部の腫瘍に拡散
強調画像(DWI)で高信号を認めた。PET-CTでは膵体部の腫
瘍および右腸骨や左腎にも高度な異常集積を認めた。超音

波内視鏡下穿刺吸引術を実施し、病理組織検査で平滑筋系

の腫瘍と診断された。【考察】本症例は CTでは膵管癌と
転移性膵腫瘍の鑑別を要するとの診断であった。術後 3年
経過しており臨床的には膵管癌が疑われたが、腹部超音波

検査による腫瘍の質的診断や腫瘍外所見、および腎転移を

疑う所見は両者の鑑別に有用であった。転移性膵腫瘍の超

音波所見は原発巣の性状を反映し明らかな特徴像を示さず、

膵神経内分泌腫瘍や膵腺房細胞腫瘍と類似する。本症例も

画像検査のみでは鑑別困難であったが、多臓器転移を伴う

点は転移性膵腫瘍を疑う根拠になると考えられた。【結語】

子宮平滑筋肉腫由来と考えられる転移性膵腫瘍の一例を経

験したので報告した。膵充実性腫瘍を認めた場合、既往歴

を考慮し転移性膵腫瘍の可能性も念頭に置いて検査を実施

する必要があると思われた。連絡先：0234-26-2001
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